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本論文は 7つの章から構成されており、第 1 章と第 7 章は本論文全体の序論と結論であ
る。第 2章は主に①について、第 3章から第 5章は主に②について、第 6章は③について
議論した。以下第 2章から第 6章までの主な結果を記載する。 






第 3 章では、スギ材部の汚染分布を 2 次元的に評価することにより、その汚染分布傾向
を明らかにした。2012年に地域別に調査した立木の材の汚染分布傾向には共通性がみられ、

















第 6 章では、森林資源の有効活用システムについて検討を行った。第 2章から第 5 章ま
での結果から、森林資源を木材として安全に利用するためには、「①高汚染の製材廃棄物の
処理」が短期的には大きな課題となると考えられる。さらに長期的な利用を踏まえ「②材
部からの放射性セシウムの除去方法」についても検討した。①については廃棄物を燃焼処
理によって減容化する装置の試作機を開発した。本装置は排煙処理装置と燃焼灰回収装置
および汚染水処理システムからなる。本システムによる実証試験を行い、木質廃棄物を安
全に処理可能であることを確認した。②については、葉枯乾燥といわれる葉の蒸散を利用
した伝統的天然乾燥方法による材部の 137Cs の軽減方法を試みた。その結果、葉枯乾燥は
辺材から 137Csの軽減には一定の効果があることを確認した。 
本研究は、東京電力福島第一原発事故由来の放射性セシウムによる樹木の汚染状況やそ
の推移を明らかにし、さらに森林資源を有効な利用する方法についても検討した。以上の
結果をもとに、今後は汚染された森林を安全に管理しつつ長期的に有効利用することが期
待される。 
